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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前輪ブレーキ用の操作レバーにより作動する前輪ブレーキ用の液圧マスタシリンダのシ
リンダボディに形成された有底のシリンダ孔に、一対のカップシールを嵌着し、該一対の
カップシールを介して、前記シリンダ孔にプランジャを移動可能に内挿し、前記一対のカ
ップシール間の前記シリンダ孔外周側に、前記シリンダボディの上部に一体に備えたリザ
ーバの貯液室に液通孔を介して連通する液室を形成したバーハンドル車両用液圧マスタシ
リンダにおいて、
　前記プランジャは、シリンダ孔底部側に開口する凹部を有する有底円筒状に形成され、
前記凹部と前記シリンダ孔の底部との間に液圧室が画成され、前記凹部の周壁に、該周壁
の内外に貫通し、非作動時の初期位置で前記液圧室と前記液室とを連通する複数の連通ポ
ートが形成されると共に、前記バーハンドル車両用液圧マスタシリンダと前輪ブレーキと
を繋ぐ液通路に、ＡＢＳ制御装置が接続されていることを特徴とするバーハンドル車両用
液圧マスタシリンダ。
【請求項２】
  前記プランジャのシリンダ孔開口部側の外端部に、前記操作レバーの作用腕が当接する
当接部が形成されていることを特徴とする請求項１記載のバーハンドル車両用液圧マスタ
シリンダ。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、バーハンドル車両用液圧マスタシリンダに関し、詳しくは、液圧制御装置を
備えたバーハンドル車両の前輪ブレーキに用いて好適な液圧マスタシリンダに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、バーハンドル車両の前輪ブレーキに用いられる液圧マスタシリンダでは、サイド
ポート式のものとして、液圧マスタシリンダのシリンダ孔に、一対のカップシールを嵌着
したピストンを移動可能に内挿し、ピストンとシリンダ孔底部との間に液圧室を画成する
と共に、シリンダボディに、液圧室とリザーバとに連通するリリーフポートとサプライポ
ートとを形成し、ブレーキ操作時に、シリンダ孔底部側に配置されたカップシールが、リ
リーフポートを閉塞した後に液圧室に液圧を発生させるものがあった（例えば、特許文献
１参照。）。また、センタポート式の液圧マスタシリンダとしては、カップシールを嵌着
したピストンをシリンダ孔に移動可能に内挿し、ピストンとシリンダ孔底部との間に液圧
室を画成すると共に、ピストンの先端から液圧室へ突出するバルブとバルブステムとを設
け、シリンダボディに、シリンダ孔とリザーバとに連通する液通路を形成し、ピストンに
液通路と液圧室とを連通する通孔を形成し、ブレーキ操作時に、ピストンが前進するのに
伴ってバルブが通孔を閉塞することにより液圧室に液圧を発生させるものがあった（例え
ば、特許文献２参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３５４２２２０号公報
【特許文献２】特開２０１０－６４６８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上述の特許文献１のものでは、ブレーキ操作時に、シリンダ孔底部側に配置さ
れたカップシールがリリーフポートを通過するとすぐに液圧が発生することから、操作フ
ィーリングが良好ではなかった。また、液圧マスタシリンダの液圧室と前輪ブレーキとを
繋ぐ液通路にＡＢＳ装置等の液圧制御装置が接続されたものでは、リリーフポートが小径
であることから液圧制御装置への作動液の補給性が良くなかった。
【０００５】
　また、特許文献２のものでは、ブレーキ操作時に、ピストンが前進してピストンに形成
した液通路をバルブが閉塞した状態から液圧が上昇することから、操作フィーリングが良
好であり、また、液圧制御装置への作動液の補給性も良好ではあるものの、部品点数が多
くコストが嵩むとともに、シリンダボディが長尺になり車体への搭載性が良くなかった。
【０００６】
　そこで本発明は、部品点数の減少と小型化とを図りながら、液圧マスタシリンダの液圧
室と前輪ブレーキとを繋ぐ液通路に配置された液圧制御装置への作動液の補給性を向上さ
せることができるバーハンドル車両用液圧マスタシリンダを提供することを目的としてい
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
  上記目的を達成するため、本発明のバーハンドル車両用液圧マスタシリンダは、前輪ブ
レーキ用の操作レバーにより作動する前輪ブレーキ用の液圧マスタシリンダのシリンダボ
ディに形成された有底のシリンダ孔に、一対のカップシールを嵌着し、該一対のカップシ
ールを介して、前記シリンダ孔にプランジャを移動可能に内挿し、前記一対のカップシー
ル間の前記シリンダ孔外周側に、前記シリンダボディの上部に一体に備えたリザーバの貯
液室に液通孔を介して連通する液室を形成したバーハンドル車両用液圧マスタシリンダに
おいて、前記プランジャは、シリンダ孔底部側に開口する凹部を有する有底円筒状に形成



(3) JP 6248022 B2 2017.12.13

10

20

30

40

50

され、前記凹部と前記シリンダ孔の底部との間に液圧室が画成され、前記凹部の周壁に、
該周壁の内外に貫通し、非作動時の初期位置で前記液圧室と前記液室とを連通する複数の
連通ポートが形成されると共に、前記バーハンドル車両用液圧マスタシリンダと前輪ブレ
ーキとを繋ぐ液通路に、ＡＢＳ制御装置が接続されていることを特徴とし、前記プランジ
ャのシリンダ孔開口部側の外端部に、前記操作レバーの作用腕が当接する当接部が形成さ
れていると好ましい。
【発明の効果】
【０００８】
  本発明のバーハンドル車両用液圧マスタシリンダによれば、プランジャに形成した連通
ポートが、シリンダ孔底部側のカップシールを通過した状態から、液圧が発生することか
ら、操作レバーを操作した後、急激に液圧が上昇することがなく、操作フィーリングを良
好に保つことができる。さらに、液圧室と前輪ブレーキとを繋ぐ液通路に設けられたＡＢ
Ｓ制御装置に、液通孔と液室と複数の連通ポートと液圧室とを介して、リザーバから作動
液を良好に補給することができる。また、シリンダ孔底部とプランジャに設けた凹部との
間に液圧室が画成されることから、シリンダボディの軸線方向の長さを短くすることがで
き、液圧マスタシリンダの車体への搭載性を向上させることができる。
【０００９】
　また、プランジャのシリンダ孔開口部側の外端部に、操作レバーの作用腕が当接する当
接部が形成されていることにより、操作レバーによってプランジャを良好に作動させるこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図２のＩ－Ｉ断面図である。
【図２】本発明の一形態例を示す液圧マスタシリンダ装置の平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１及び図２は、本発明の液圧マスタシリンダ１を用いた液圧マスタシリンダ装置２の
一形態例を示すものである。液圧マスタシリンダ装置２は、前記液圧マスタシリンダ１と
操作レバー３とを組み合わせたフロントブレーキ用の液圧マスタシリンダ装置で、バーハ
ンドル車両の車体前部で前輪を操向するハンドルバー４に取り付けられている。
【００１２】
　液圧マスタシリンダ１は、シリンダボディ１１の上部にリザーバ１２を一体に備えたリ
ザーバ一体型で、シリンダボディ１１には、車体取付ブラケット１１ａが一体に設けられ
、該車体取付ブラケット１１ａと別途のホルダ１３とで、アクセルグリップ５よりも車体
内側のハンドルバー４を包持し、これら車体取付ブラケット１１ａとホルダ１３とをボル
トで締結して車体前部側に支持されている。シリンダボディ１１の車体前部側には、板状
のレバーブラケット１１ｂが一体に突設され、該レバーブラケット１１ｂには、操作レバ
ー３がピボット１４にて回動可能に取り付けられている。
【００１３】
　シリンダボディ１１には、操作レバー３側へ開口した有底のシリンダ孔１１ｃが形成さ
れ、シリンダ孔１１ｃの開口側には、大径孔１１ｄが連続して形成されている。シリンダ
孔１１ｃには、シリンダ孔底部側に第１シール溝１１ｅが、シリンダ孔開口部側に第２シ
ール溝１１ｆが形成され、第１シール溝１１ｅには第１カップシール１５ａが、第２シー
ル溝１１ｆには第２カップシール１５ｂがそれぞれ嵌着されている。また、シリンダ孔１
１ｃの第１シール溝１１ｅと第２シール溝１１ｆとの間には、液室１１ｇが形成され、該
液室１１ｇに、リザーバ１２の貯液室１２ａの作動液を流通させる液通孔１２ｂが連通し
ている。シリンダ孔１１ｃには、プランジャ１６が移動可能に内挿されている。
【００１４】
　プランジャ１６は、シリンダ孔１１ｃに内挿される大径部１６ａと、大径孔１１ｄ側に
突出する小径部１６ｂとを備え、大径部１６ａと小径部１６ｂとの間に形成された段部１
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６ｃが、大径孔１１ｄに装着されたストップリング１８に当接することにより、プランジ
ャ１６の後退限が規制されている。大径部１６ａには、シリンダ孔底部側に開口する凹部
１６ｄが形成され、該凹部１６ｄとシリンダ孔１１ｃの底部との間に前記液圧室１７が画
成されると共に、シリンダ孔１１ｃの底部には、液圧室１７に連通するユニオン孔１１ｈ
が形成されている。また、凹部１６ｄの底面とシリンダ孔底部との間にはリターンスプリ
ング１９が設けられ、該リターンスプリング１９によって、プランジャ１６はシリンダ孔
開口部側に付勢されている。さらに、前記凹部１６ｄの開口側の周壁には、プランジャ１
６の非作動状態の初期位置で、前記周壁の内外を貫通し、液圧室１７と液室１１ｇとを連
通する小径の連通ポート１６ｅが周方向に複数形成されている。また、小径部１６ｂは、
外端部に操作レバー３の作用腕が当接する当接部１６ｆが設けられると共に、当接部１６
ｆの近傍にシール装着溝１６ｇが周設され、該シール装着溝１６ｇと前記ストップリング
１８との間にダストシール２０が装着されている。
【００１５】
　操作レバー３はアクセルグリップ５の車体前方に配設されるレバー本体３ａと、該レバ
ー本体３ａの内側とプランジャ１６との間に配設されるノッカー３ｂとから構成され、ノ
ッカー３ｂに、プランジャ１６を押動する作用腕３ｃが形成されている。また、レバー本
体３ａとノッカー３ｂとの間には、レバー本体３ａとアクセルグリップ５との間に設定さ
れる握り代を拡縮調整できる握り代調整機構３ｄが設けられている。
【００１６】
　このように形成された液圧マスタシリンダ１は、図１に示されるように、非作動時には
、リターンスプリング１９の弾発力によって、プランジャ１６の連通ポート１６ｅが第１
カップシール１５ａよりもシリンダ孔開口部側に位置する初期位置に保持され、連通ポー
ト１６ｅを介して液圧室１７と液室１１ｇとが連通し、リザーバ１２の貯液室１２ａと液
圧室１７との間を作動液が流通可能な状態となっている。
【００１７】
  作動時に、操作レバー３のノッカー３ｂの作用腕３ｃがプランジャ１６をシリンダ孔底
部側に押動すると、プランジャ１６がリターンスプリング１９を圧縮しながらシリンダ孔
１１ｃ内をシリンダ孔底部方向へ前進し、連通ポート１６ｅが第１カップシール１５ａを
通過し、液圧室１７と液室１１ｇとの連通状態が遮断された時点から液圧室１７に液圧が
発生し始め、昇圧された作動液は、ユニオン孔１１ｈからＡＢＳ制御装置を備えた液通路
を介して、前輪ブレーキに供給される。
【００１８】
　制動を解除すると、リターンスプリング１９の弾発力により、プランジャ１６が初期位
置まで復帰する。この時、リザーバ１２の貯液室１２ａから、作動液が第１カップシール
１５ａを撓ませながら第１シール溝１１ｅを介して液圧室１７に流入することにより、プ
ランジャ１６を良好に後退させることができる。
【００１９】
　本形態例の液圧マスタシリンダ１は、上述のように形成されていることにより、従来、
前輪ブレーキ用のセンタポート式液圧マスタシリンダに用いられていた、ピストンの先端
に設けられるバルブやバルブステムを省略することができることから、部品点数を減少さ
せ、コストの削減化を図ることができる。また、バルブやバルブステムを省略できると共
に、シリンダ孔底部とプランジャ１６に設けた凹部１６ｄとの間に液圧室１７が画成され
ることから、シリンダボディ１１の軸線方向の長さを短くすることができ、液圧マスタシ
リンダ１の車体への搭載性やレイアウト性の向上を図ることができる。さらに、操作レバ
ー３を操作した後、急激に液圧が上昇することがないことから、操作フィーリングを良好
に保つことができる。また、液圧室１７と前輪ブレーキとを繋ぐ液通路に設けられた液圧
制御装置に、液通孔１２ｂと液室１１ｇと複数の連通ポート１６ｅと液圧室１７とを介し
て、リザーバ１２の貯液室１２ａから作動液を良好に補給することができる。さらに、プ
ランジャ１６のシリンダ孔開口部側の外端部に、操作レバー３のノッカー３ｂに設けた作
用腕３ｃが当接する当接部１６ｆが形成されていることにより、操作レバー３によってプ
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ランジャ１６を良好に作動させることができる。
【００２０】
  尚、本発明の液圧マスタシリンダは、上述の形態例のように、操作レバーをレバー本体
とノッカーとに分割し、握り代調整機構を備えたものに限らず、操作レバーを、プランジ
ャを押動させる作用腕を備えた１本のレバー部材で形成したものでも良い。
【符号の説明】
【００２１】
１…液圧マスタシリンダ、２…液圧マスタシリンダ装置、３…操作レバー、３ａ…レバー
本体、３ｂ…ノッカー、３ｃ…作用腕、３ｄ…握り代調整機構、４…ハンドルバー、５…
アクセルグリップ、１１…シリンダボディ、１１ａ…車体取付ブラケット、１１ｂ…レバ
ーブラケット、１１ｃ…シリンダ孔、１１ｄ…大径孔、１１ｅ…第１シール溝、１１ｆ…
第２シール溝、１１ｇ…液室、１１ｈ…ユニオン孔、１２…リザーバ、１２ａ…貯液室、
１２ｂ…液通孔、１３…ホルダ、１４…ピボット、１５ａ…第１カップシール、１５ｂ…
第２カップシール、１６…プランジャ、１６ａ…大径部、１６ｂ…小径部、１６ｃ…段部
、１６ｄ…凹部、１６ｅ…連通ポート、１６ｆ…当接部、１６ｇ…シール装着溝、１７…
液圧室、１８…ストップリング、１９…リターンスプリング、２０…ダストシール 

【図１】 【図２】
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